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標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
開
始

官
民
一
体
で
情
報
モ
デ
ル
構
築

安
全
衛
生
経
費
で
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

安
全
衛
生
経
費
で
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

国
交
省

検
討
会

下
請
へ
の
確
実
な
支
払
い
推
進

国
土
交
通
省
は
十
月
四
日
、
東
京
・
日
建
設
計
竹
橋
オ
フ
ィ
ス
Ｎ
Ｓ
ホ
ー
ル
で
第
一
回
「
建
築
Ｂ
Ｉ
Ｍ
環
境
整

備
部
会
」
（
部
会
長
・
志
手
一
哉
芝
浦
工
業
大
学
建
築
学
部
建
築
学
科
教
授
）
を
開
き
、
建
築
Ｂ
Ｉ
Ｍ
標
準
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
策
定
に
向
け
た
議
論
を
開
始
し
た
。
建
築
物
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
通
じ
て
情
報

が
一
貫
し
て
活
用
さ
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
。
企
画
・
設
計
・
施
工
・
管
理
ま
で
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
と
各
段

階
で
必
要
と
な
る
建
物
情
報
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
市
場
環
境
を
整
備
す
る
。

Ｂ
Ｉ
Ｍ
（
Ｂ
ｕ
ｉ
ｌ
ｄ
ｉ

ｎ
ｇ

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ

ｉ
ｏ
ｎ

Ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ

ｎ
ｇ
）
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上

に
作
成
し
た
三
次
元
の
形
状

情
報
に
加
え
、
材
料
・
設
備

の
仕
様
・
性
能
な
ど
の
属
性

情
報
を
併
せ
持
つ
建
物
情
報

モ
デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
三
次
元
形
状
で
建

物
を
わ
か
り
や
す
く
「
見
え

る
化
」
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
理
解
度
の
向
上
を

も
た
ら
す
。
各
モ
デ
ル
へ
の

属
性
情
報
の
付
加
や
建
物
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
た

情
報
発
信
が
可
能
だ
。

同
省
は
官
民
一
体
で
建
築

Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
普
及
促
進
を
図
る

た
め
、
学
識
者
や
関
係
団
体

な
ど
か
ら
な
る
「
建
築
Ｂ
Ｉ

Ｍ
推
進
会
議
」
（
委
員
長
・

松
村
秀
一
東
京
大
学
大
学
院

工
学
系
研
究
科
特
任
教
授
）

を
発
足
。
各
分
野
で
進
ん
で

い
る
取
り
組
み
状
況
の
共
有

や
建
築
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
活
用
し
た

生
産
・
維
持
管
理
プ
ロ
セ

ス
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
普
及
に
よ
る

周
辺
環
境
の
将
来
像
、
官
民

の
役
割
分
担
、
工
程
表
（
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
）
な
ど
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

今
回
新
設
し
た
同
部
会
に

は
関
係
団
体
か
ら
一
般
社
団

法
人
日
本
設
備
設
計
事
務
所

協
会
連
合
会
の
箱
田
晃
一

氏
、
一
般
社
団
法
人
建
築
設

備
技
術
者
協
会
の
井
田
寛

氏
、
一
般
社
団
法
人
日
本
空

調
衛
生
工
事
業
協
会
の
入
真

武
氏
ら
が
参
加
。
各
団
体
の

活
動
を
部
会
に
位
置
づ
け
る

こ
と
で
建
築
Ｂ
Ｉ
Ｍ
の
活
用

に
向
け
た
市
場
環
境
の
整
備

を
促
進
し
て
い
く
。

初
会
合
で
は
長
谷
川
貴
彦

同
省
住
宅
局
建
築
指
導
課
長

が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
建
築
物
の
生
産
性
向
上
に

向
け
て
当
部
会
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｍ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
効
に

引
き
出
す
方
策
を
検
討
し
て

い
た
だ
く
。
委
員
の
皆
さ
ま

の
活
発
な
議
論
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
お
願
い
す
る
」
と
呼
び

か
け
た
。

素
案
に
よ
る
と
、
新
た
に

策
定
す
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
標
準
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
①
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
目
的
②
設
計
・
施
工
・

維
持
管
理
ま
で
一
貫
し
て
活

用
で
き
る
Ｂ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
の

作
成
③
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を
一
貫
し
て

活
用
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
フ

ロ
ー
の
標
準
化
④
Ｂ
Ｉ
Ｍ
を

一
貫
し
て
活
用
す
る
た
め
に

必
要
な
情
報
の
流
れ
と
メ
リ

ッ
ト
―
―
な
ど
で
構
成
。
ワ

ー
ク
フ
ロ
ー
の
標
準
化
で
は

業
務
区
分
の
考
え
方
、
役
割

分
担
の
あ
り
方
、
各
ス
テ
ー

ジ
に
お
け
る
業
務
内
容
な
ど

を
明
示
す
る
。
建
築
Ｂ
Ｉ
Ｍ

の
積
極
的
な
導
入
に
よ
っ
て

関
係
者
の
情
報
共
有
や
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化

を
図
り
、
迅
速
な
意
志
決
定

と
合
意
形
成
を
め
ざ
す
。

国
土
交
通
省
は
十
月
七

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
経
済

産
業
省
別
館
会
議
室
で
第
五

回
「
建
設
工
事
に
お
け
る
安

全
衛
生
経
費
の
確
保
に
関
す

る
実
務
者
検
討
会
」
（
座
長

・
蟹
澤
宏
剛
芝
浦
工
業
大
学

建
築
学
部
建
築
学
科
教
授
）

を
開
催
し
た
。
発
注
者
な
ど

の
実
態
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
安
全
衛
生
経
費
が
下
請

ま
で
確
実
に
支
払
わ
れ
る
施

策
案
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
作
成
な
ど
を
打
ち
出
し

た
。
年
末
を
め
ど
に
報
告
書

を
ま
と
め
て
政
府
の
基
本
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

平
成
二
十
八
年
十
二
月
に

「
建
設
工
事
従
事
者
の
安
全

及
び
健
康
の
確
保
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、

同
法
に
基
づ
く
基
本
計
画
が

二
十
九
年
六
月
に
閣
議
決
定

さ
れ
た
。
基
本
計
画
で
は
安

全
衛
生
経
費
が
下
請
ま
で
適

切
に
支
払
わ
れ
る
よ
う
実
効

性
の
あ
る
施
策
を
求
め
て
い

る
。
こ
の
た
め
同
省
は
昨
年

六
月
に
同
検
討
会
を
設
け
て

議
論
を
進
め
て
い
る
。

当
日
の
検
討
会
で
は
美
濃

芳
郎
同
省
大
臣
官
房
審
議
官

が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
新
・
担
い
手
三
法
が
成
立

し
、
国
を
挙
げ
て
生
産
性
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
検
討
会
で
見
え
て
き
た
課

題
に
つ
い
て
皆
さ
ま
の
ご
意

見
ご
助
言
を
賜
り
た
い
」
と

活
発
な
議
論
を
促
し
た
。

施
策
案
で
は
①
安
全
衛
生

経
費
の
適
切
・
明
確
な
積
算

の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
作
成
②
安
全
衛
生
経
費
の

範
囲
③
民
間
企
業
を
含
め
施

策
の
効
果
を
よ
り
波
及
さ
せ

る
方
策
―
―
な
ど
を
提
示
。

元
請
業
者
（
注
文
者
）
と
下

請
業
者
が
請
負
・
追
加
・
更

新
契
約
を
締
結
す
る
際
、
双

方
が
安
全
衛
生
対
策
を
確
認

し
や
す
い
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
工
種
ご
と
に
作
成
す
る
。

具
体
的
に
は
安
全
衛
生
対
策

の
標
準
的
な
項
目
・
手
続
き

な
ど
を
記
載
し
、
ニ
ー
ズ
が

高
い
工
種
か
ら
順
次
適
用
し

て
い
く
。

学識者・設備関係団体などで部会新設

長谷川課長

施策案をめぐって意見交換

美濃審議官
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